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PRISMプロジェクト発足前夜
CubeSat XI (’00～’05)
10×10×10[cm^3]、 1[kg]
民生部品を用いたバスの実
証

研究室でも衛星が作れる

CubeSat XI-IV 
2003年6月30日打上

CubeSat XI-V
2005年10月27日打上

XI-IV取得画像

XI-Vハウスキーピングデータ
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PRISMプロジェクト思想

XIで培った技術の継承、発展

超小型衛星の可能性を広げる

超小型衛星でのリモセン分野を開拓

可視光領域で高分解能の画像取得に挑戦

PRISM衛星概観
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打ち上げ機会

2009年1月21日打ち上げ

GOSATのサブペーロードとして、HⅡAロケッ
ト(JAXA)によって打ち上げられる。

GOSAT (JAXA提供)HII-A (JAXA提供)
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ミッション定義

「超小型衛星による柔軟部材を用いた軽量・コンパ
クトな光学系の実証」

超小型衛星に搭載できる光学系の開発

超小型衛星によるリモセンの活性化

830PRISM2008

7260.8IKONOS1999
5050Tsinghua 12000

1102.5TopSat2005

Mass [kg]Resolution [m]SatelliteYear

運用中の衛星との比較
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予想写真

©Google

撮影範囲8km^2
分解能30m/pixel
リモートセンシン
グに使用可能

8km
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伸展ブーム

本ミッションを達成するためにカギとなる技術

超小型衛星で高分解能な画像を取得するには？

柔軟部材を構造に組み込んだ望遠鏡

小さく折りたたんで打ち上げ、軌道上で大きく使える

<<打ち上げ時>>
50cm

<<地球観測時>>

10cm
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全体システム

3つの展開機構

アンテナ、パネル、ブーム

性能の高い超小型衛星汎用バスの開発

モジュール化

高精度の姿勢制御 (～0.5deg/s)
高速通信(～9600bps) 
複数のCPUを分散配置、バスラインを用いた系
間通信 (CAN2.0B)
将来の超小型衛星開発に役立つ技術



13

展開機構

１．打ち上げ時 ２．パネル展開 ３．ブーム展開
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展開機構

Extensible flexible telescope

Lens

Image sensor

Solar array panels

Turnstyle Antenna

Sun Sensor
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モジュール化

サブシステムを単位とした階層構造

共通I/Oインターフェースにより協働

新規衛星開発への転用が可能

バスモデル バス実物

ADCS

CDH
COM

PWR

OPT
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姿勢制御系
役割

レンズを地球に向ける

姿勢を安定させる

搭載機器

磁気トルカ

磁気センサ

ジャイロ

サンセンサ
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CPUの分散配置

PRISMは5つのCPU搭載している

全てのCPUはCAN busにより接続

ケーブルやシステムの複雑性を解消

Rx PIC

Rx PIC
(backup)

Tx
H8-3048F

PWR
H8-3048F

C&DH
ADCS
Optics

SH7145F

CAN2.0B
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開発経緯

BBM ～2002年2月
1stEM 2005年12月～

2ndEM  2007年6月～

CDR 2007年11月
3rdEM（ミッション系のみ) 2007年12月～

FM 2008年3月～
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今年のPRISMプロジェクト成果

ISTS学生セッションにて浜松市長賞

宇宙科学連合技術講演会

ハムフェア・JA2008
清華大（中国）との交流

2ndEMを経てFMの完成

FMでの環境試験クリア

ISTSにて
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現在の状況

開発を終了

打ち上げに向けて
待機中

Now Waiting……
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開発要素の複雑化、

他プロジェクトとの開発期間の重なり、、

もちろん妥協はできない。

どうやって中須賀研究室はPRISM開発を

のりきったのか
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学生によるマネージメント

開発環境の整備と開発状況の整理

開発体制

ミーティング体制

文章管理

スケジューリング

不具合管理☆

要素依存ダイヤグラム☆

新人研修

☆マークがついているのは、
特に力を注いだ部分
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開発体制

教授を除き、全員学生

約15名の学生が従事

６つのサブシステム
members
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ミーティング体制

プロジェクトでは情報交換が重要

小型プロジェクトではミーティングが最も有効

開発を円滑にするために3つに分化

- リーダーMTG 
- サブシステムMTG
- デイリーMTG
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文章管理

学生の顔ぶれは2~3年周期で変動

情報や技術の継承は非常に重要な問題

文章による継承、継承を促進する環境作り
- 文章のID管理サーバー

- 文章検索システム

文章管理システム
文章管理ソフトウェア

(MS Excel VBA appli & MS SharePoint Server)
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スケジューリング

スケジュールはマネージメントする

スケジュールを遅らせるのは想定外の発生

想定外の発生はマージンでカバーする

ではマージンはだれが持つの？

マージンを管理する意識
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PRISMでの例

サブシステムはマージンを持たない意識

プロジェクトマネージャーに全バッファを集合

空 空 空 空空 空
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不具合管理

システムの複雑化に伴い不具合も複雑化

より解析的な思考の必要性

- FTA作成の徹底（次ページ）

徹底した不具合管理

- 不具合報告をリスト化して管理（次々ページ）

複数の系が絡んでいて原因が分からないな～。
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Fault Tree Analysis
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不具合リスト
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不具合リスト（拡大）
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不具合リスト（拡大）
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不具合報告書

発生 全体報告対応解析報告

承認執筆開始
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不具合の管理

解析的思考の徹底

→ 手間はかかるがトータルでは効率的

不具合管理

→ FMフェーズで起きた問題への対応がスムーズ

→ 見逃したバグは再発するので必ずつぶす
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要素依存ダイヤグラム

小型衛星ではリソースが限られており、多く
の矛盾が発生する

体積,重量,電力,コスト etc...

開発期間内に必ず完成させないといけない

この問題を解決するために「要素依存ダイヤ
グラム」を開発

どっから開発していけばいいのだろう。。。
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要素依存ダイヤグラムとは

各要素の依存関係を視覚的に記述

CCDの例

要素Aと要素Bが動かない限り要素Cが動かない
→ 開発の観点から、AとBはCより優先順位が高い
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要素依存ダイヤグラムとは

衛星全体に適用し

システムの全容をロジカルに把握

PRISM CCDの一部分
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要素依存ダイヤグラムの効果

要素間の関係、優先順位が確認できる

→ 開発の優先順位を間違えない

→ 統合試験の適切なスケジューリング
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新人研修

中須賀研に入れるのは学部４年生から

ここ二年間は中須賀研の活動に興味がある
人を対象に、学部2,3年生に対して新人研修
を実行

技術ももちろんだが、プロジェクトに入っても
考えられる人材の育成を目的に、短期プロ
ジェクト（マイコンを用いた機械の製作）を実
践してもらっている
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開発していて反省点、これから

まだ打ちあがっていませんが、、
モジュール化
→ 新規開発への転用には疑問だが、開発の柔軟性有
CPU複数配置
→ LOWスペックマイコンでは姿勢制御で必要だろう
→ 各CPUのON/OFFによる効果

スケジュール管理
→ やはり遅延。マージンを持つ人を意識するべき。

不具合管理
→ FMでもバグが発生。見逃したバグは再発。必須。
取得する画像のスペクトルの検討
→ たとえば近赤外のスペクトル
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WEBサイト

PRISM Project web site:
http://www.space.t.u-tokyo.ac.jp/prism/

ISSL web site:
http://www.space.t.u-tokyo.ac.jp/

UNISEC GSN (Ground Station Network) 
Project web site:

http://www.unisec.jp/gsn/
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総括

PRISM は Nano-Scale 規格のリモートセン

シング衛星である

2009年1月21日打ち上げ予定

伸展ブームを用いた光学系を搭載

より高機能なバスシステム開発

学生によるマネージメント

次世代の超小型衛星への貢献を目指す
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受信協力のお願い

1月21日、複数の大学衛星が打ちあがります。

地上局を備えている大学の皆さま！

同時に打ち上げる大学の皆さま！

力を合わせて受信しましょう！！！

よろしくお願いします

m(__)m
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愛称公募のお知らせ

ＰＲＩＳＭ衛星の愛称を公募しています。

応募にあたっては次の点ご注意ください。
・日本語であること （〇たろう、はなこ etc. ×John, Lucy etc.）
・マイナスイメージなものは避ける （ぜつぼう、ついらく、しっぱい etc.）
・公序良俗に反しない、特定の個人・団体等に対する誹謗中傷を含まな
い
・なるべくミッション（＝地球観測）や外観などをよくあらわしている名前が
望ましい

良い愛称が思いつきましたら、下記のアドレスまで
お知らせください → prism_info@space.t.u-tokyo.ac.jp

衛星の名付け親になってみませんか？？
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ご清聴ありがとうございました

ＨＰ連絡先

http://www.space.t.u-tokyo.ac.jp/prism/
登壇者および研究室連絡先

toshiki@space.t.u-tokyo.ac.jp
prism@space.t.u-tokyo.ac.jp


